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WEBENCH®オンラインオンラインオンラインオンライン電源設計電源設計電源設計電源設計ツールツールツールツールについてについてについてについて 

 

◆◆◆◆ WEBENCH オンラインオンラインオンラインオンライン電源設計電源設計電源設計電源設計ツールツールツールツールのののの特長特長特長特長 

オンラインオンラインオンラインオンライン設計設計設計設計ツールツールツールツールのののの利点利点利点利点 

日本テキサス・インスツルメンツのウェブサイト(http://www.tij.co.jp)にアクセスすれば、特別なソフトウェアを

インストールすることなく、ブラウザ（Internet Explorer など）から直接操作できます。設計の結果もすべて web

サーバに保存されるので、ローカルの PC が異なっても同じようにアクセス可能です。 

ツール本体や各種のデータは、その都度最新のものがダウンロードされます。特に、使用する部品のデータ

ベースは頻繁にアップデートされており、いつでも最新のデータを利用できます。ユーザ側でアップデートの管

理を行う必要はありません。操作のステージが変わるところでは、多少のダウンロード待ちは発生しますが、常

時接続環境であれば、それほど高速でなくても、ストレスなく利用できると思います。 

WEBENCH®ツールには、電気シミュレーションと熱シミュレーションの二つのシミュレーション機能がありま

す。これらは演算量がきわめて多く、実行にはかなりの CPU パワーが必要なので、高速のサーバ側で実行す

るオンライン・シミュレータを採用しています。 

WEBENCH®ツールはすべて無料で利用できますが、初回の利用時にユーザー登録とログインが必要です。

これは、自分のデータを保存する個人スペースを web サーバ上に作成するためです。PC の Cookie を有効に

してあれば，2 回目以降は自動でログインされます． 

 

完成度完成度完成度完成度のののの高高高高いいいいツールツールツールツール 

WEBENCH®ツールの良いところは、簡単な操作で「ちゃんと動作する」回路を自動設計してくれて、動作特

性などのデータも豊富に提供してくれる点です。自動や手動での最適化も容易で、定数や部品の変更や特性

変化の確認も簡単です。設計からシミュレーションによる動作検証までシームレスに実行できます。 

特に、電源 ICから受動部品まで部品のデータベースが豊富で、常にアップデートされているので、「こんな部

品がある」「こんなところにはこの部品が使える」という情報源としても役立ちます。 

 

 

PART 1    単一負荷単一負荷単一負荷単一負荷のののの電源回路設計電源回路設計電源回路設計電源回路設計のののの手順手順手順手順 

WEBENCH®ツールでは多数の電源 IC の設計をサポートしていますが、ほとんどは降圧型 DC-DC コンバ

ータです。ここでは、シンプルスイッチャシリーズのLM22676を用いた降圧型DC-DCコンバータを中心として、

WEBENCH®ツールの利用例を紹介します。 

 

PART1-1    DC-DC コンバータコンバータコンバータコンバータのののの損失損失損失損失ととととサイズサイズサイズサイズののののトレードオフトレードオフトレードオフトレードオフ 

損失は、各部品の損失の総和であり、定常損失とスイッチング損失があります。定常損失を減らすには抵抗

成分（ESR）を減らすことが必要で、部品が大型になる傾向があります。スイッチング損失は主に電源 ICで決ま

り、それによって使用可能なスイッチング周波数の範囲が決まります。スイッチング周波数を下げればスイッチ

ング損失を減らすことができますが、やはり部品が大型になります。 
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一般的に、サイズと効率はトレードオフの関係にあり、小型化を狙えば効率は低下し、高効率を狙えばサイ

ズは大型になります。また、コストを第一に考えれば、サイズも効率もほどほどのところに落ち着きます。 

そこで、WEBENCH®ツールでは 5段階のダイヤルを使用して、中央（ダイヤル 3）がコスト重視、左に回すと

（ダイヤル 3→2→1）サイズ重視、右に回すと（ダイヤル 3→4→5）効率重視の最適化ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PART1-2    3 フェーズフェーズフェーズフェーズのののの電源回路設計電源回路設計電源回路設計電源回路設計 

基本回路の選定 → 部品の最適化 → 動作特性の解析・検証、という 3 フェーズで実行できます。、 
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定常損失 

ISW
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または 

ISW×VCEsat 
定常損失 

IL×ESR 

定常損失 

ID×VF 
スイッチング損失 

スイッチング損失 

定常損失 

定常損失 

各種損失 

一般に，スイッチ，ダイオード，インダクタの定常損失が大きい． 

この三つは計算でも見積もりやすい． 

基本回路(電源 IC)の選定 

部品の最適化 

動作特性の解析・評価 

要求仕様(入出力電圧，出力電流，…) 

概略の用途(産業用/民生用，…) 

実装サイズと効率のトレードオフ 

部品のコスト，入手性 

実際に想定される使用条件 
電気的特性と熱特性 
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STEP 1    WEBENCH® オンラインオンラインオンラインオンライン設計支援設計支援設計支援設計支援ツールツールツールツールにににに入入入入るるるる。。。。 

Web サイトのトップページを開きます。 

http://www.tij.co.jp 

WEBENCH®ツールのウィンドウで、電源回路設計の際には「電源」タブをクリックします。 

 

図図図図    トップページトップページトップページトップページ画面画面画面画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP 2    仕様仕様仕様仕様をををを入力入力入力入力 

電源仕様を入力して、[設計開始]ボタンをクリックします。 

ここでは、 

入力電圧 14.0V～22.0V   出力電流 2.0A 

出力電圧 5.0V       周囲温度 30℃ 

とします。 

↓ 

Visualizer が開きます。 
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図図図図    Visualizer 画面画面画面画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この Visualizer は、入力した電源仕様を満たすことができる IC の一覧表ですが、ただの一覧表ではなく、グ

ラフィカルに電源 IC を比較・選択できるように工夫されています。Visualizer の詳細は後で見ることにして、ここ

では電源 IC として LM22656-5.0（上から 2 番目）を選択して、次のステップに進みます。 

 

 

STEP 3    電源電源電源電源 IC をををを選択選択選択選択してしてしてして、、、、設計設計設計設計をををを開開開開くくくく（（（（フェーズフェーズフェーズフェーズ 1）））） 

電源 IC を選択して、[設計を開く]ボタンをクリックします。 

ここでは、"LM22676-5.0"を選択します。 

初回は、この後にログインを行います。 

↓ 

自動設計が実行されて、サマリが開きます。 

設計には番号が付き、保存されます。 

サマリでは、各種の設計データを概観できます。 
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図図図図    サマリサマリサマリサマリ画面画面画面画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、実用的に使用可能な一つの設計が完了しました。手作業では手間がかかる定数の計算や部品の

選択を、WEBENCH®ツールは自動的に実行してくれます。 

設計のフェーズ 2 では、複数設計を比較し、部品を最適化します。これも自動的に実行できますが、より良い

最適化のためには、詳細な設計データの検討が役に立ちます。 

 

PART1-3    設計設計設計設計データデータデータデータのののの参照参照参照参照 

 

STEP 1    回路図回路図回路図回路図をををを参照参照参照参照 

サマリ画面上部の[回路図]ボタンをクリックします。 

↓ 

回路図が開きます。 

オンマウスで部品の概要が見られ、クリックすると詳細が見られます。 

部品を別のものに置き換えることもできます。 
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図図図図    回路図画面回路図画面回路図画面回路図画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部の[戻る]ボタンでサマリに戻ることができます。 

 

STEP 2    回路図回路図回路図回路図でででで使使使使われているわれているわれているわれている部品部品部品部品のののの詳細詳細詳細詳細をををを確認確認確認確認。。。。 

サマリ画面上部の[BOM]ボタンをクリックします。 

↓ 

部品リスト（BOM）が開きます。 

部品を別のものに置き換えることもできます。 

 

図図図図    部品部品部品部品リストリストリストリスト画面画面画面画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部の[戻る]ボタンでサマリに戻ることができます。 
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WEBENCH®の部品リストには、各部品の基板占有面積が数値と図で示されています。この図から、特に面

積が大きい部品を容易に見分けることができるので、面積重視の最適化に役立ちます。また、部品コストも数

値で示されており、やはり最適化に役立ちます。各部品の損失の比較は、動作値の計算が必要なので、この

部品リストだけではできません。 

 

 

STEP 3    動作値動作値動作値動作値をををを参照参照参照参照 

サマリ画面上部の[動作値]ボタンをクリックします。 

↓ 

自動的に計算された動作値の一覧表が開きます。 

デフォルトは、最大入力電圧と最大出力電流の場合です。条件を変更して再計算できます。 

    

図図図図    動作値動作値動作値動作値リストリストリストリスト画面画面画面画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部の[戻る]ボタンでサマリに戻ることができます。 

 

STEP 4    特性特性特性特性グラフグラフグラフグラフをををを参照参照参照参照 

サマリ画面上部の[チャート]ボタンをクリックします。 

 

上部の[チャート]ボタンをクリックするとグラフが表示されます。 

↓ 

チャート（特性グラフ）が開きます。オンマウスで数値を表示できます。 

デフォルトは、デューティサイクルと効率の二つです。 

[他のチャートを見る]ボタンで、各種のグラフを選べます。 
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図図図図    チャートチャートチャートチャート画画画画面面面面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部の[戻る]ボタンでサマリに戻ることができます。 

 

PART1-4    部品部品部品部品のののの最適化最適化最適化最適化（（（（フェーズフェーズフェーズフェーズ 2）））） 

WEBENCH®ツールには Optimizer という機能があり、グラフィカルに部品を比較検討できます。 

 

STEP 1    部品選択部品選択部品選択部品選択をををを最適化最適化最適化最適化 

WEBENCH®では、ダイヤル操作によって最適化を自動的に実行できます。 

サマリ画面左側のダイヤルに注目します。ダイヤルは 3（中央）を指しています。 

専有面積 403mm2 

部品コスト $3.52 

効率     86% 

使用しているインダクタは次のものです。 

L＝22μH、サイズ＝146mm2、コスト＝$0.47、ESR＝60mΩ 
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STEP 2    面積重視面積重視面積重視面積重視のののの最適化最適化最適化最適化をををを実行実行実行実行 

ダイヤルを左に回します。（ダイヤル 1） 

↓ 

面積重視の設計に変わります。 

専有面積   269mm2  ダイヤル 3 より減少 

部品コスト  $4.20  ダイヤル 3 より増加 

効率     84%  ダイヤル 3 より低下 

 

インダクタが次のように変更されました。 

L＝22μH、サイズ＝54 mm2、コスト＝$0.83、ESR＝100mΩ 

 

図図図図    面積重視面積重視面積重視面積重視のののの最適化最適化最適化最適化 
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STEP 3    効率重視効率重視効率重視効率重視のののの最適化最適化最適化最適化をををを実行実行実行実行 

ダイヤルを右に回します。（ダイヤル 5） 

↓ 

効率重視の設計に変わります。 

専有面積   1164mm2 ダイヤル 3 より増加 

部品コスト  $5.94  ダイヤル 3 より増加 

効率     88%  ダイヤル 3 より向上 

 

インダクタが次のように変更されました。 

L＝33μH、サイズ＝895 mm2、コスト＝$1.73、ESR＝1.5mΩ 

 

図図図図    効率重視効率重視効率重視効率重視のののの最適化最適化最適化最適化 
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STEP 4    最適化最適化最適化最適化をををを比較比較比較比較 

サマリ画面上部の[最適化]ボタンをクリックします。 

↓ 

Optimizer データが表示されます。 

ダイヤル 1～5 の 5 種類の設計をグラフで比較できます。オンマウスで数値を表示できます。 

電力損失、IC 温度・周波数、専有面積・効率、部品コストの 4 つのグラフが表示されます。 

各部品の損失を比較したグラフは、特に効率重視の最適化に役立ちます。専有面積・効率と部品コストのグラ

フをあらかじめ検討すれば、ダイヤルを回さなくても、自動的な最適化の効果を知ることができます。 

ダイヤル 3 はサイズと効率は中庸でコストが重視されています。 

 

図図図図    最適化最適化最適化最適化のののの比較比較比較比較チャートチャートチャートチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部の[戻る]ボタンでサマリに戻ることができます。 

 

今回の設計例では、インダクタ L1 の影響が比較的大きいため、WEBENCH®はインダクタを取り替えること

で面積重視や効率重視の最適化を行っています。 

一般に、部品の中で最も影響が大きいのは電源 IC です。次に、電源 IC の最適化を検討してみましょう。 
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PART1-5    Visualizer をををを用用用用いたいたいたいた電源電源電源電源 IC のののの選択選択選択選択 

WEBENCH®ツールには Visualizer という機能があり、視覚的に電源 IC を比較検討できます。 

 

STEP 1    Visualizer をををを開開開開くくくく 

Part1-2 の STEP2 が Visualizer 画面です。 

サマリ画面からは、上部の[VISUALIZER]ボタンで戻ることができます。 

バブルチャート拡大ボタンをクリックします。 

↓ 

バブルチャートが拡大します。これは、最初に与えた電源仕様を満たすように、各電源 IC で自動設計した結果

を比較したものです。いずれも、コスト重視（ダイヤル 3）で設計したものです。 

下に行くほど小型、右に行くほど高効率、○が小さいほど低コストです。 

"LM24220"が 1 番目の推奨設計として表示されています。 

各種のフィルタ条件を設定して、再計算できます。 

 

図図図図    Visualizer ののののバブルチャートバブルチャートバブルチャートバブルチャート 
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STEP 2    面積重視面積重視面積重視面積重視のののの比較比較比較比較をををを実行実行実行実行 

ダイヤルを左に回します。（ダイヤル 1） → 面積重視の設計での比較に変わります。 

 

図図図図    面積重視面積重視面積重視面積重視ののののバブルチャートバブルチャートバブルチャートバブルチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP 3    効率重視効率重視効率重視効率重視のののの比較比較比較比較をををを実行実行実行実行 

ダイヤルを右に回します。（ダイヤル 5） → 効率重視の設計での比較に変わります。 

 

図図図図    効率重視効率重視効率重視効率重視ののののバブルチャートバブルチャートバブルチャートバブルチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源 IC を選択したら、[設計を開く]ボタンで再び回路設計に進み、最適化などの作業を行うことができます。 
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PART 2    設計設計設計設計のののの評価評価評価評価・・・・検証検証検証検証（（（（フェーズフェーズフェーズフェーズ 3）））） 

WEBENCH®ツールは、設計をその場でシミュレーションできる機能を備えています。 

 

PART 2-1    電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性のののの評価評価評価評価・・・・検証検証検証検証 

 

STEP 1    電気的電気的電気的電気的シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションををををスタートスタートスタートスタート 

Part1-2 の STEP3 がサマリ画面です。 

サマリ画面上部の[シミュレーション]ボタンをクリックします。 

↓ 

デフォルトのシミュレーション結果（ボード線図）が開きます。 

シミュレーションの種類や条件を設定して、シミュレーションを実行できます。 

左側の回路図に信号名が表示されています。入力条件の設定、グラフの波形追加/削除も可能です。 

 

図図図図    ボードボードボードボード線図線図線図線図ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果 
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STEP 2    実行実行実行実行できるできるできるできるシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションのののの種類種類種類種類 

プルダウンメニューで選択できます。 

Bode Plot  ボード線図（周波数応答） 

Input Transient 入力過渡応答 

Load Transient 負荷過渡応答 

Startup  起動特性 

Steady State  定常特性 

シミュレーションの種類は電源 IC によって異なります。デフォルトで開くのはボード線図だけです。 

 

STEP 3    入力過渡応答入力過渡応答入力過渡応答入力過渡応答シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション 

プルダウンメニューで、Input Transient を選択します。 

[Start New Simulation]ボタンをクリックします。 

↓ 

Input Transient のシミュレーション結果が開きます。 

 

図図図図    入力過渡応答入力過渡応答入力過渡応答入力過渡応答ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果 
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STEP 4    負荷過渡応答負荷過渡応答負荷過渡応答負荷過渡応答シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション 

プルダウンメニューで、Load Transient を選択します。 

[Start New Simulation]ボタンをクリックします。 

↓ 

Load Transient のシミュレーション結果が開きます。 

 

図図図図    負荷過渡応答負荷過渡応答負荷過渡応答負荷過渡応答ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボード線図以外のシミュレーションでは、デフォルトの表示波形は、Vin と Vout です。 

下部の波形ボタンをクリックすれば、グラフに表示する波形を簡単に追加できます。詳細な追加/削除や波形

の色変更を行うには、[Waveform Controls]ボタンをクリックします。 
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STEP    5    表示波形表示波形表示波形表示波形ををををコントロールコントロールコントロールコントロール 

[Waveform Control]ボタンをクリックします。 

↓ 

表示されている波形の設定メニューが開きます。 

タブ 1 ではプロットの色や太さ、タブ 2 では波形の追加/削除、タブ 3 では数値マーカの表示設定ができます 

 

図図図図    表示波形表示波形表示波形表示波形のののの追加追加追加追加////削除削除削除削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、負荷過渡応答のグラフなので、ILOAD と Vout の表示に変更してみます。 

 

図図図図    負荷過渡応答負荷過渡応答負荷過渡応答負荷過渡応答ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果（（（（表示波形表示波形表示波形表示波形をををを変更変更変更変更）））） 
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STEP 6    起動応答起動応答起動応答起動応答シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション 

プルダウンメニューで、Startup を選択します。 

[Start New Simulation]ボタンをクリックします。 

↓ 

Startup のシミュレーション結果が開きます。 

 

図図図図    起動応答起動応答起動応答起動応答ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP 7    定常状態定常状態定常状態定常状態シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション 

プルダウンメニューで、Srady State を選択します。 

[Start New Simulation]ボタンをクリックします。 

↓ 

Srady State のシミュレーション結果が開きます。 

デフォルトは Vin と Vout ですが、波形の追加/削除ができます。 
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図図図図    定常状態定常状態定常状態定常状態ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図    定常状態定常状態定常状態定常状態ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果（（（（ISW とととと ID1 のののの表示波形表示波形表示波形表示波形をををを追加追加追加追加）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部の[戻る]ボタンでサマリに戻ることができます。 
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PART 2-2    熱特性熱特性熱特性熱特性のののの評価評価評価評価・・・・検証検証検証検証 

 

STEP 1    熱熱熱熱シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションををををスタートスタートスタートスタート 

Part1-2の STEP3がサマリ画面です。 

サマリ画面上部の[サーマル]ボタンをクリックします。 

↓ 

熱特性のシミュレーション画面が開きます。 

橙色の部分は電源基板を示しています。 

シミュレーション条件を設定できます。 

動作条件、周囲温度、ボード条件、エアフロー、エッジ温度 

 

図図図図    熱特性熱特性熱特性熱特性ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション画面画面画面画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、エアフローの風速表示にバグがあり、0 になっていますが、デフォルト値は約 9 メートル/分（約 30 フィ

ート/分）程度と推定されます。 
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STEP 2    シミュシミュシミュシミュレーションレーションレーションレーションをををを実行実行実行実行 

必要に応じて設定された条件を変更し、[Run Simulation]ボタンをクリックします。 

↓ 

シミュレーション一覧画面に変わります。 

シミュレーションのステータスは Submitted→Queued→Running→Completes と変化します。 

ステータスが Completed になったら、[見る]ボタンで結果を表示できます。 

過去のシミュレーション結果を表示することもできます。 

 

図図図図    熱特性熱特性熱特性熱特性ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション一覧一覧一覧一覧 
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STEP 3    シミシミシミシミュレーションュレーションュレーションュレーション結果結果結果結果をををを表示表示表示表示 

[見る]ボタンをクリックします。 

↓ 

シミュレーション結果が開きます。 

部品面、配線面の温度がカラー表示されます。温度と色の関係は可変です。 

オンマウスで数値も直読できます。 

各部品の温度は、一覧表にも表示されます。 

 

図図図図    熱特性熱特性熱特性熱特性ののののシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この例では、ダイオード D1 が 70℃で最も高温です。 

[Create a New Simulation]ボタンで STEP1 に戻ることができます。 
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STEP 4    エアフローエアフローエアフローエアフロー条件条件条件条件をををを変更変更変更変更ししししてみるてみるてみるてみる 

[Create a New Simulation]ボタンで STEP1 に戻ります。 

風速を 1、単位を LMM（メートル/分）に変更して、[Run Simulation]ボタンをクリックします。 

↓ 

STEP3 より温度が上がっています。ダイオード D1 は 82℃になりました。 

 

図図図図    風速風速風速風速をををを低低低低くしたときのくしたときのくしたときのくしたときのシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラーバーのスケールを STEP3 に合わせると、温度分布を正しく比較できるようになります。 

 

図図図図    風速風速風速風速をををを低低低低くしたときのくしたときのくしたときのくしたときのシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果（（（（カラーバーカラーバーカラーバーカラーバーをををを STEP3 にににに合合合合わせるわせるわせるわせる）））） 
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PART 3    複数負荷複数負荷複数負荷複数負荷のののの電源回路設計電源回路設計電源回路設計電源回路設計のののの手順手順手順手順 

 

2 出力（Vin＞Vout1≧Vout2）では基本的な 3 つの構成が考えられます。 

 

構成 1 中間レールなし 

 

 

 

最もシンプルですが、2 つのレギュレータでそれぞれ損失が大きくなりやすい傾向があります。 

 

構成 2 中間レール Vout1（レギュレータ追加なし） 

 

 

 

レギュレータ数は増えませんが、Reg1 の負担が大きいのでコスト、サイズが有利とは限りません。 

 

構成 3 中間レール Vout3（レギュレータ追加あり） 

 

 

 

中間レール電圧を最適化しやすい利点と、レギュレータ数が増える欠点があります。 

 

3 出力以上では組み合わせが増えて構成はさらに複雑になります。 

WEBENCH® Power Architect を用いて電源構成を比較・検討することによって、短時間で最適な電源回路

設計ができます。 

 

PART 3-1    複数負荷複数負荷複数負荷複数負荷のののの仕様仕様仕様仕様のののの設定設定設定設定 

 

STEP 1    WEBENCH® Power Architect にににに入入入入るるるる 

Web サイトのトップページを開きます。 

http://www.tij.co.jp 

↓ 

WEBENCH®ツールのウィンドウがあります。 

複数電源の設計では、ここでは仕様を入力せず、[Power Architect]ボタンをクリックします。 

 

Vin Vout1 

Vout2 

Vout3 
Reg3 

Reg2 

Reg1 

Vin Vout1 

Vout2 

Reg1 

Reg2 

Vin Vout1 

Vout2 

Reg1 

Reg2 
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STEP 2    電源電源電源電源ソースソースソースソースをををを設定設定設定設定 

[Power Architect]のボタンをクリックします。 

↓ 

電源仕様設定画面が開きます。 

電源ソースを複数設定できます。（STEP2） 

ソース別に、電源負荷を複数設定できます。（STEP3～4） 

 

図図図図    PowerArchitect のののの設定画面設定画面設定画面設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソース・リストで電源ソース（入力電源）の仕様を設定します。 

ここでは、 

名称 DCIN     周囲温度 30℃ 

最小電圧 18V    最大電圧 32V 

とします。 

[電源ソースを追加]ボタンで、電源ソースを追加できます。 

 

 

STEP 3    電源負荷電源負荷電源負荷電源負荷 1 をををを設定設定設定設定 

電源ソース 1 の電源負荷 1（LORD_1）を設定します。 

ここでは、 

名称 LOGIC  出力電圧 3.3V   負荷電流 1.5A 

出力リップル電圧 10%  ソフトスタート時間 0ms 

とします。 

[負荷を追加]ボタンで、電源負荷を追加できます。 
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STEP 4    電源負荷電源負荷電源負荷電源負荷 2 をををを設定設定設定設定 

[負荷を追加]ボタンをクリックします。 

↓ 

電源ソース 1 の電源負荷 2（LORD_2）を設定します。 

ここでは、 

名称 CORE   出力電圧 1.5V   負荷電流 2.0A 

出力リップル電圧 10%  ソフトスタート時間 0ms 

とします。 

 

図図図図    PowerArchitect のののの設定画面設定画面設定画面設定画面（（（（電源負荷電源負荷電源負荷電源負荷をををを追加追加追加追加）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PART 3-2    電源回路構成電源回路構成電源回路構成電源回路構成のののの検討検討検討検討 

 

STEP 1    構成設計構成設計構成設計構成設計ををををスタートスタートスタートスタート 

[プロジェクト要件を送る]ボタンをクリックします。 

↓ 

構成設計の候補（ここでは 301～305 の 5 種類）が表示されます。 

左側は構成最適化のためのダイヤルと、候補比較のためのバブルチャートです。 

中央は複数の構成の一覧表。ここで構成を選択できます。 

現在は、1 番目の候補（301）が選択されています。 

右側は選択した構成の構成図と概要が表示されます。 

中間レールなし（NONE）。 

SUPPLY_1 は LMR24220。 

SUPPLY_2 は LM20343。 
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図図図図    PowerArchitect のののの最適化画面最適化画面最適化画面最適化画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バブルチャートでは、選択された構成が別の色で表示されています。この 301 の構成は、面積、効率、コスト

のいずれも 2 番目に位置していることが分かります。 

ただし、同じ構成でも電源 IC の選択や、その後の最適化によって面積、効率、コストは変えられるので、この

順位が絶対というわけではありません。 

 

STEP 2    中間中間中間中間レールレールレールレール 5V のののの候補候補候補候補をををを参照参照参照参照 

一覧表で 2 番目の候補（302）をクリックします。 

↓ 

新しい構成図が表示されます。 

2 番目の候補は中間レール 5V。 

入力電圧を SUPPLY_1 で 5V に降圧、SUPPLY_2、SUPPLY_3 でそれぞれさらに降圧します。 

SUPPLY_1 は LM22676-5.0。 

SUPPLY_2 は LMR10520Y。 

SUPPLY_2 は LMR10520X。 
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図図図図    中間中間中間中間レールレールレールレール 5V のののの候補候補候補候補をををを参照参照参照参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP 3    中間中間中間中間レールレールレールレール 3.3V のののの候補候補候補候補をををを参照参照参照参照 

一覧表で 3 番目の候補（303）をクリックします。 

↓ 

3 番目の候補は中間レール 3.3V。 

入力電圧を SUPPLY_1 で 3.3V に降圧、SUPPLY_2 でさらに降圧。 

SUPPLY_1 は LM25576-。 

SUPPLY_2 は LM2852X-1.5。 

 

図図図図    中間中間中間中間レールレールレールレール 3.3V のののの候補候補候補候補をををを参照参照参照参照 
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PART 3-3    電源構成電源構成電源構成電源構成のののの詳細詳細詳細詳細のののの検討検討検討検討とととと、、、、個別個別個別個別のののの電源回路設計電源回路設計電源回路設計電源回路設計 

PART3-2 では、電源構成だけでなく、各構成要素の電源 IC も自動的に決まっていました。WEBENCH® 

Power Architectの次のステップでは、選択した構成の詳細を検討して、必要に応じて電源 IC を別の代替部品

に置き換えることができます。それによって、構成が決まり、使用する電源 ICも決まったら、各電源 ICごとの個

別の電源回路設計に移行します。 

ここでは、1 番目の候補（301）に戻って、その後の設計のステップを進めていきましょう。 

 

STEP 1    電源要素電源要素電源要素電源要素 1 のののの詳細詳細詳細詳細をををを表示表示表示表示 

1 番目の候補を選択します。 

[設計の詳細を見る]ボタンをクリックします。 

↓ 

SUPPLY_1 の詳細が開きます。 

左側は構成図です。構成要素（IC）別に色分けされています。 

右側のパイチャートには、損失、コスト、面積の各構成要素の比率が表示されます。 

SUPPLY_1 の設計の概要（回路図、代替部品リスト）も表示されます。 

 

図図図図    SUPPLY_1 のののの詳細詳細詳細詳細をををを見見見見るるるる・・・・編集編集編集編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成図の構成要素をクリックすれば、別の構成要素に切り替えられます。 

 

パイチャートでは、複数の電源要素のうち、損失が大きいもの、コストが高いもの、面積が大きいものが一目

で分かります。どれを別の電源 IC に代替すれば改善の効果が大きいかを、あらかじめ知ることができます。 

設計の概要では、構成はそのままで、電源 IC を代替部品に置き換えることができます。代替部品リストには

代替可能な電源 IC が並んでおり、各電源 IC を用いた場合の面積、効率、コストを比較できます。 
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STEP 2    電源要素電源要素電源要素電源要素 2 のののの詳細詳細詳細詳細をををを表示表示表示表示 

構成図の SUPPLY_2 をクリックします。 

↓ 

SUPPLY_2 の詳細が開きます。 

構成図および消費電力、コスト、面積の各構成要素の比率は、STEP1 と同様に表示されます。 

SUPPLY_2 の設計の概要が表示されます。 

    

図図図図    SUPPLY_2 のののの詳細詳細詳細詳細をををを見見見見るるるる・・・・編集編集編集編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部の[最適化]ボタンで構成候補の表示に戻ることができます。 

 

構成が決まり、その構成での各電源要素が決まれば、次に各電源要素の回路設計に進みます。 

 

STEP 3 プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトををををスタートスタートスタートスタート 

[Create Project]ボタンをクリックします。 

↓ 

個別の電源回路のサマリが表示されます。 

この前にどの電源要素を選択していても、ここでは SUPPLY_1 のサマリが表示されます。 

 

プロジェクトには番号が付き、保存されます。 

左側に構成図が表示されていることを除けば、単一負荷のサマリとほぼ同じです。 

設計データの表示・変更やダイヤルを用いた最適化ができます。 

さらに、電気的シミュレーションや熱シミュレーションによる評価・検証に進むことができます。 

 

構成図の構成要素をクリックすれば、別の構成要素に切り替えられます。 
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図図図図    SUPPLY_1 のののの設計設計設計設計ののののサマリサマリサマリサマリ画画画画面面面面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部の[PowerArch]ボタンで、構成の詳細（STEP1）に戻ることができます。 

 

STEP 4 構成要素構成要素構成要素構成要素をををを切切切切りりりり替替替替ええええ 

構成図の SUPPLY_2 をクリックします。 

↓ 

SUPPLY_2 のサマリが表示されます。 
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PART 4    Microprocessor/FPGA 電源回路設計電源回路設計電源回路設計電源回路設計のののの手順手順手順手順 

WEBENCH® Microprocessor Architect を使用すると、プロセッサの電源要件の調査や仕様入力，電源構

成設計の手間を大幅に削減できます。同様に、FPGA 電源用の WEBENCH® FPGA Architect もあります。 

この二つは入り口は別ですが、中に入れば同じツールです。また、これらは WEBENCH® Power Architect

の仕様入力のオプション機能であり、仕様の設定から後は Part3-2～Part3-3 と同じになります。 

 

STEP 1    WEBENCH® Microprocessor Architect のののの入入入入りりりり口口口口 

Web サイトのトップページを開きます。 

http://www.tij.co.jp 

↓ 

WEBENCH®ツールのウィンドウがあります。 

マイクロプロセッサ/FPGA 電源の設計では、ここで[FPGA/uP]のタブを開きます。 

 

図図図図    FPGA/uP 電源設計の入り口 
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STEP 2    WEBENCH® Microprocessor Architect にににに入入入入るるるる 

使用したいプロセッサのメーカ（ここでは TI）を選択して、[uP Architect]ボタンをクリックします。 

↓ 

プロセッサ選択画面が開きます。 

左側はプロセッサ一覧表です． 

右側は選択されたプロセッサの電源負荷一覧表です。 

 

図図図図    プロセッサ選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、TI のプロセッサ一覧表の 1 番目にある"AM1705BPTP3"が選択されています。このプロセッサは

Sitara ARMシリーズの 1品種であり、CVDD、DVDD、PLL0_VDDA、RTC_CVDD、RVDD、USB0_VDD18、

USB0_VDD33、USB1_VDD18、USB1_VDD33 の 9 電源を使用します。 

このうち、DVDD、USB0_VDD33、USB1_VDD33 の 3 つが 3.3V、USB0_VDD18、USB1_VDD18 の 2 つ

が 1.80V、他の 4 つは 1.20V です。それぞれの電源電流および投入シーケンスも表示されています。また、こ

こには表示されていませんが、許容リプル電圧もデータに含まれています。電圧が同じでも、投入シーケンスや

許容リプル電圧の異なる電源は、1 つの電源 IC にまとめることができません。 

この中から必要なものをチェックして、[負荷を追加]ボタンをクリックします。 
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STEP 3    電源仕様電源仕様電源仕様電源仕様をををを設定設定設定設定 

[負荷を追加]ボタンをクリックします。 

↓ 

電源仕様設定画面が開きます。 

Power Architect の仕様設定画面（Part3-1）と同じです。 

ただし、プロセッサに必要な電源（LOAD_1～LOAD_9）はすでに設定されています。 

必要に応じて、ユーザ電源を追加できます。 

数値の変更や、電源の削除もここでできます。 

 

図図図図    PowerArchitect のののの設定画面設定画面設定画面設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、9 つの電源（LOAD_1～LOAD_9）のそれぞれについて、電圧、電流、許容リプル電圧、投入シー

ケンスなどのデータが表示されています。[プロジェクト要件を送る]ボタンをクリックすれば、これらのデータに従

って、電源構成の設計が自動的に行われます。 
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STEP 4    構成設計構成設計構成設計構成設計ををををスタートスタートスタートスタート 

[プロジェクト要件を送る]ボタンをクリックします。 

↓ 

構成設計の候補が表示されます。 

一覧表には 301～306 の 6 つの候補が表示され、その中の 1 番目（301）が選択されています。 

仕様の 9 つの電源出力が、6 つにまとめられ、7 個の IC で実現されています。 

出力電流が小さいものは LDO が割り当てられています。 

 

図図図図    PowerArchitect のののの最適化画面最適化画面最適化画面最適化画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 番目の候補（301）では、9V の中間レールを使用し、1.8V 出力と 1.2V 出力はすべてこの中間レールから

取っています。 
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STEP 5    構成構成構成構成のののの詳細詳細詳細詳細をををを表示表示表示表示 

[設計の詳細を見る]ボタンをクリックします。 

↓ 

構成の詳細が開きます。 

構成図、パイチャート、SUPPLY_1 の設計の概要が表示されます。 

構成図の構成要素をクリックすれば切り替えられます。 

 

図図図図    SUPPLY_1 のののの詳細詳細詳細詳細をををを見見見見るるるる・・・・編集編集編集編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、最近のプロセッサや FPGA には、必要な電源の種類がとても多いものがあります。個々の電源

要件を調べて仕様を設定するだけでもたいへんな手間がかかります。WEBENCH® FPGA/uP Architect を活

用すれば、手間が省けるだけでなく、手作業で発生しがちな作業のミスも防ぐことができるでしょう。 

 
 



IMPORTANT NOTICE 




